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選
挙
の
当
日
に
次
に
該
当
す
る
と
見

込
ま
れ
る
と
き
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

○
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予

定
が
あ
る
と
き

○
旅
行
や
買
い
物
、
そ
の
ほ
か
の
用
事

で
投
票
区
外
に
い
る
と
き

○
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
で
歩
く
の

が
困
難
な
と
き

と
　
き

○
福
岡
県
知
事
選
挙

３
月
23
日
(金)
〜
４
月
７
日
(土)

○
福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

３
月
31
日
(土)
〜
４
月
７
日
(土)

○
岡
垣
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
18
日
(水)
〜
４
月
22
日
(土)

い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
新
館
１
階
ロ
ビ

ー
※
今
回
の
選
挙
か
ら
場
所
が
変
わ
っ

て
い
ま
す

持
っ
て
く
る
も
の

入
場
券(

届
い
て
い

な
い
と
き
は
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の)

投
票
で
き
る
人
に
は
、
投
票
所
を
知

ら
せ
る
入
場
券
を
投
票
日
の
前
日
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
し
て

い
る
投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
投
票
所
を
よ
く
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

な
お
、
郵
便
事
情
で
同
一
世
帯
で
も

同
じ
日
に
郵
送
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
事
故
防
止
の
た
め
転
送

は
し
ま
せ
ん
。

目
の
不
自
由
な
人
で
、
点
字
用
入
場

券
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

投
票
に
行
く
と
き
は
、
必
ず
入
場
券

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を

な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、

投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。投

票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書

く
と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投票時間
午前7時～午後8時

◆
期
日
前
投
票
◆

◆
投
　
票
◆

◆
投
票
所
入
場
券
◆

４ ８月 日 は日

４ 22月 日 は日

福岡県知事選挙及び
福岡県議会議員一般選挙投票日

岡垣町議会議員一般選挙投票日
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と　き ところ 

4月18日 
（水） 

20日（金） 

24日（火） 

25日（水） 

26日（木） 

27日（金） 

  9:45～10:05 

10:20～11:00 

11:15～11:45

元松原区公民館 

東黒山消防車庫前 

山田区公民館 

13:30～13:50 

14:00～14:40 

14:50～15:20

10:00～11:00 

13:30～15:00

10:00～11:30 

13:30～14:10 

14:30～14:50

10:00～10:40 

10:50～11:30 

13:30～15:00

10:00～10:20 

10:40～11:10 

13:30～13:50 

14:10～15:00

10:00～10:45 

11:00～11:30 

13:30～14:10 

14:30～15:30

町民総合グラウンド駐車場 

岡垣第一公園 

上畑施設改善センター前 

桜公園 

古鍋田公園 

海老津台公民館 

 戸切周辺地域スポーツ広場 

西山田区公民館 

三吉団地区公民館 

高倉区公民館 

中央公民館 

西部公民館 

西鉄団地井堀公園 

東部公民館 

東部公民館 

中央公民館 

波津漁協前 

西部公民館 

手野区公民館 

投
票
所
は
こ
ち
ら
で
す

開 票 投票日の午後９時から岡垣サンリーアイウエーブアリーナで行います。

問い合わせ 岡垣町選挙管理委員会(総務課)1282－1211へ

4月８日　福岡県知事選挙及び福岡県議会議員一般選挙投票日
4月22日　岡垣町議会議員一般選挙投票日
投票時間　午前７時～午後８時
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ま
ち
の
政
治
を
見
つ
め
よ
う

岡 垣 町
政治学級
活動報告

岡 垣 町
政治学級
活動報告

政
治
学
級
は
、
正
式
名
称
を
ま

ち
の
政
治
を
み
つ
め
よ
う
学
級
と

い
い
、
政
治
に
対
す
る
正
し
い
理

解
を
深
め
る
た
め
、
選
挙
管
理
委

員
会
主
体
で
行
う
福
岡
県
独
自
の

学
習
ス
タ
イ
ル
で
す
。
今
回
は
、

６
つ
あ
る
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
平

成
18
年
度
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

大
き
な
学
習
テ
ー
マ
と
し
て
、
投

票
率
の
向
上
と
ゴ
ミ
の
分
別
の
２

つ
を
設
定
し
学
習
を
進
め
ま
し
た
。

①
５
月
31
日
研
修
会(

39
人)

平
成
17
年
の
衆
議
院
選
挙
で
、
20
歳

代
か
ら
30
歳
代
の
若
い
世
代
の
投
票
率

が
、
50
歳
代
以
上
に
比
べ
て
低
か
っ
た

こ
と
に
焦
点
を
あ
て
、
演
習
を
行
い
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
九
州
共
立

大
学
の
永
渕
美
法
先
生
に
指
導
を
受

け
、
発
表
会
に
向
け
学
習
を
し
ま
し
た
。

(

マ
ジ
ッ
ク
フ
レ
ー
ズ
・
徳
永
辰
江)

②
７
月
11
日
九
州
女
子
大
学
生
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー(

18
人)

５
月
の
研
修
に
続
き
、
若
い
世
代
が

な
ぜ
投
票
に
行
か
な
い
の
か
、
実
際
の

意
見
を
聞
く
た
め
に
、
九
州
女
子
大
学

で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
永
渕
先

生
の
指
導
の
も
と
学
生
と
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
、
打
ち
解
け
た
と
こ
ろ
で
、
班
に

分
か
れ
て
選
挙
に
対
す
る
意
見
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
色
々
な
意
見
が
出
て

驚
き
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
い

学
生
と
過
ご
せ
て
、
と
て
も
有
意
義
な

半
日
で
し
た
。

今
後
も
岡
垣
町
の
選
挙
投
票
率
向
上

の
た
め
、
政
治
学
級
で
勉
強
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

(

さ
つ
き
会
・
荒
井
博
子)

「
投
票
率
の
向
上
」研
修
会
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③
１
月
10
日
発
表
会(

42
人)

政
治
に
関
心
の
な
い
人
、
選
挙
離
れ

の
若
者
や
、
こ
の
よ
う
な
風
潮
を
ど
う

に
か
し
な
け
れ
ば
と
、
投
票
率
向
上
を

真
剣
に
考
え
る
政
治
学
級
生
が
、
知
恵

と
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

話
し
合
っ
た
結
果
、
家
庭
教
育
の
重

大
性
に
気
付
き
、
家
庭
の
中
で
十
分
話

し
合
い
が
で
き
、
親
が
背
筋
を
伸
ば
し

堂
々
と
生
活
す
る
姿
を
見
れ
ば
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
岡
垣
町
を
元
気
な
町
に
育

て
て
く
れ
る
、
頼
も
し
い
若
人
が
増
え

る
だ
ろ
う
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し

た
。大

人
が
変
わ
り
ま
し
ょ
う
。
し
っ
か

り
と
世
の
中
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。
若
者

に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
た
め
に
。

(

す
み
れ
会
・
石
田
一
枝)

①
６
月
８
日
出
前
講
座

②
７
月
19
日
宗
像
市
視
察(

22
人)

岡
垣
町
の
ゴ
ミ
処
理
の
現
状
を
、
遠

賀
・
中
間
広
域
行
政
事
務
組
合
の
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
後
日
、
岡

垣
町
と
は
異
な
る
方
法
で
ゴ
ミ
を
処
理

し
て
い
る
宗
像
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

各
行
政
区
単
位
で
管
理
運
営
す
る
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
回
収
シ
ス
テ
ム
は
、
毎
月
１

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
出
せ
な

い
人
の
た
め
に
、
市
内
２
か
所
に
資
源

物
受
入
施
設
が
あ
り
ま
す
。
毎
週
土
日

に
分
別
収
集
14
品
目
に
分
け
ら
れ
、
資

源
化
物
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
代
表
世

話
人
、
当
番
が
配
置
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
で
ス
ム
ー
ズ
に
分
別
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

岡
垣
町
も
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
分
別
が
始
ま
り
ま

す
が
、
宗
像
方
式
は
と
て
も
参
考
に
な

り
、
今
後
に
生
か
せ
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

(

葦
の
会
・
古
家
崎
マ
リ
子)

ゴ
ミ
分
別
実
施
に
当
た
っ
て
の
職
員

の
努
力
と
、
市
民
の
協
力
体
制
を
感
じ

ま
し
た
。
焼
却
場
内
が
、
全
て
ご
み
焼

却
に
よ
る
熱
カ
ロ
リ
ー
が
使
用
さ
れ
、

節
電(

不
必
要
な
照
明
を
消
す)

さ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
分
別

施
設
で
は
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数

の
市
民
が
雑
誌
・
ビ
ン
・
カ
ン
な
ど
を

仕
分
け
し
て
持
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

岡
垣
町
で
も
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

(

平
成
の
会
・
石
田
　
洋
子)

11
月
24
日
北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
・
環

境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
視
察(

14
人)

若
松
区
の
風
力
発
電
、
八
幡
東
区
の

環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
視
察
し
ま
し

た
。
廃
品
再
利
用
の
研
究
努
力
に
頭
が

下
が
り
、
自
然
の
力
を
利
用
す
る
風
車

に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
環
境
を
守
る
た
め
に
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
に
か
？
と
考
え

さ
せ
ら
れ
、
ぜ
ひ
親
子
で
見
学
に
来
て

欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
岡
垣
町
で
始
ま
る
ゴ
ミ
分

別
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

(

ち
た
る
会
・
符
阪
　
秀
子)

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員

会(

総
務
課)

へ

「
ゴ
ミ
分
別
」研
修
会

合
同
研
修
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内
浦
小
学
校

（
25
人
）

(

１
年
生)

樋
口
珠
璃
衣

(

２
年
生)

竹
井
帆
菜
美
・
廣
渡
悠
太
・

高
植
歩
・
吉
田
明
生
・
山
本
千
華
・
柴

田
滉
太
　
　
　

(

３
年
生)

川
原
莉
恵
・
松
井
咲
季
・
松

下
茉
由
実
・
川
島
美
輝
・
松
井
裕
茄
・

吉
松
友
祈
野
・
吉
田
耕
平
・
廣
戸
優

士
・
白
石
聖
汰
　

(

４
年
生)

森
嶋
七
海
・
松
丸
愛
美
・
松

丸
彩
美

(

６
年
生)

麻
生
賢
也
・
井
原
翔
平
・
馬

場
は
づ
き
・
占
部
未
紗
・
石
井
宏
郁
・

吉
田
紗
希

海
老
津
小
学
校

(

101
人)

(

１
年
生)

向
井
淳
哉
・
仲
井
彩
・

野

確
・
内
田
帆
南
・
内
藤
惇
人
・
折
田
衛

司
冴
・
川
原

梧
・
元
兼
陸
・
永
田
湧

也
・
早
田
真
由
香
・
橋
本
拓
真
・
伊
藤

千
夏
・
石
田
安
矢
華
・
坂
田
寧
々
・
小

野
可
菜
子
・
若
宮
龍
斗
・
守
谷
幸
一

郎
・
石
橋
奈
々
・
満
島
雄
太
・
武
智
美

優
　

(

２
年
生)

今
谷
智
貴
・
上
野
富
美
也
・

濱
崎
龍
之
介
・
吉
村
弘
明
・
次
郎
丸

葵
・
山
田
穂
乃
佳
・
矢
野
愛
也
・
田
中

さ
く
ら
・
松
永
由
佳
・
石
島
和
弥
・
渡

邉
澪
・
井
上
志
乃
・
濱
地
美
穂
・
佐
藤

真
耶
・
石
飛
音
々
・
堤
純
佳
・
今
谷
亮

太
・
小
谷
祐
斗

(

３
年
生)

河
津
衛
・
安
川
哲
矢
・
吉
川

ひ
な
こ
・
永
田
琴
巳
・
小
島
瑞
李
・
中

島
彩
花
・
白
石
祐
斗
・
木
原
沙
也
・
赤

塚
穂
乃
花
・
古
屋
亜
弥
花
・
大
水
健
・

佐
藤
祐
香
・
田
代
健
太
・
廣
瀬
侑
也
・

大
倉
万
里
奈
・
金
子
祐
子
・
伊
東
き

り
・
本
田
知
樹
・
早
田
隆
生
・
今
井

翔
・
千
登
勢
海
人
・
小
谷
愛
美
・
産
谷

弘
平
・
畑
井
梨
花
・
立
石
あ
か
り

(

４
年
生)

山
勢
絢
香
・
山
田
祐
里
奈
・

内
田
成
美
・
後
藤
め
ぐ
み
・
今
谷
梨

乃
・
米
丸
あ
か
り
・
川
原
啓
助
・
吉
田

渉
・
梶
原
力
・
谷
石
佳
奈
子
・
長
田

晶
・
相
場
日
和

(

５
年
生)

木
下
鈴
那
・
次
郎
丸
未
咲
・

黒
木
奈
々
・
奈
須
光
佑
・
坂
田
亮
介
・

友
松
直
哉
・
千
登
勢
妃
来
・
古
里
茜
・

水
谷
喜
世
夏
・
山
口
晃
輝
・
谷
石
健

悟
・
村
田
志
成
・
平
木
友
崇

(

６
年
生)

立
川
周
太
・
吉
田
千
春
・
木

原
梨
華
・
濱
崎
亜
美
・
今
谷
裕
貴
・
山

田
綾
乃
・
津
々
木
直
子
・
久
保
田
啓

介
・
瀬
戸
悠
揮
・
安
川
恭
平
・
長
田
翔

太
・
福
永
愛
・
前
田
遥
香

戸
切
小
学
校

(

５
人)

(

１
年
生)

友
良
朱
里

(

２
年
生)

青
木
陸

(

４
年
生)

石
田
裕
佳
子
・
鶴
田
寛
人
・

山
田
実
男

君のボランティア精神に
平成18年児童生徒表彰

岡垣町教育委員会では、平成15年度から、子どもの良いところをほめて伸ば

していくことを目的に、岡垣町児童生徒表彰を実施しています。今年は平成18

年1月から12月までの活動に対し、303人の児童生徒を表彰しました。

対　　象 小学校１年生～中学校３年生

選考過程 児童・生徒(ボランティア活動などの自己申告)→担任教諭→学校長

→豊かな心育成推進委員会→教育委員会
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山
田
小
学
校

(

126
人)

(

１
年
生)

小
浦
拓
巳
・
波
江
野
歩
希
・

堀
之
内
貴
史
・
石
丸
く
る
み
・

木
翔

登
・
松
本
華
奈
・
二
之
宮
麗
・
原
田
美

織
・
松
田
光
二
・
宮
原
要
・
國
分
聡
一

郎
・
山
中
咲
穂
　
瀬
戸
未
来
・
瀬
戸
口

奈
菜
子
・
吉
田
彩
花
・
長
尾
碧
通
・

甲
斐
大
貴
・
大
谷
彩
花
・
阿
部
日
花

里
・
石
松
凛
之
助
・
藤
野
文
惠
・
森

億
・
池
田
颯
汰
・
原
賀

輝
・
池
江
奈

美
・
砂
田
実
可
子
・
福
島
大
修
・
天
江

一
花

(

２
年
生)

畑
添
一
輝
・
杉
田
睦
人
・
白

木
千
智
・
山
本
瑠
香
・
江
口
怜
・
川
床

奈
菜
華
・
鶴
田
実
希
・
吉
永
拓
都
・
牧

達
也
・
吉
田
侑
加
・
吉
田
孝
二
・
有
田

妃
奈
乃
・
田
中
希
実
・
今
村
優
太
・
岡

村
咲
希
・
杉
本
結
衣
・
奥
田
尚
哉
・
小

倉
悠
介
・
堀
口
佳
那
・
田
中
誠
人
・
有

吉
航
・

田
美
奈
子
・
山
下
彩
海
・
高

田
若
菜
・
重
留
啓
壱
・
宮
井
紗
哉
乃
・

三
原
佑
季
・
高
橋
慶
伍
・
池
田
桃
萌
・

秋
武
幸
汰
・
有
吉
貴
哉
・
古
川
陽
菜
・

原
彩
歌

(

３
年
生)

橋
本
侑
樹
・
烏
山
か
の
こ
・

田
尻
咲
希
・
石
松
優
花
・
柿
木
玲
・
池

田
萌
未
・
福
島
千
広
・
中
谷
圭
介
・
烏

山
将
也
・
高
木
佳
奈
美
・
原
田
毬
愛
・

吉
村
哉
太
・
都
留
健
・
波
多
江
玲
奈
・

津
城
拓
哉
・
吉
田
和
博
・
大
崎
百
夏
・

矢
越
加
奈
子
・
石
田
明
日
香
・
江
島
生

純
・
平
田
彩
果
・
長
田
陸

(

４
年
生)
下
垣
知
加
・
奥
田
篤
・
砂
田

航
平
・
宮
木
涼
香
・
今
村
萌
・
黒
川
圭

祐
・
有
吉
翼
・
宇
都
宮
水
晶
・
伊
藤
百

香
・
柴
田
貴
幸
・
梶
原
尭
・
中
谷
弘
太

郎
・
吉
田
英
雄
・
原
武
優
妃
・
太
田
彩

香
・
白
木
由
佳
・
濱
田
凌
司

(

５
年
生)

山
下
鉄
郎
・
原
田
将
人
・
国

乗
弥
幸
・
松
田
亮
・
山
本
将
己
・
重
留

郁
美
・
有
吉
弘
貴
・
石
松
進
也
・
三
隅

彩
姫
・
大
林
奈
々

(

６
年
生)

田
中
大
地
・
中
島
一
晟
・
黒

川
沙
也
香
・
田
中
里
緒
菜
・
豊
福
翔

大
・
柴
田
佳
樹
・
井
上
静
里
奈
・
宮
原

瞳
・
田
仲
聖
奈
・
林
幸
平
・
中
谷
咲

良
・
太
駄
崇
矩
・
平
田
倖
規
・
山

下
亜
樹
・
高
田
浩
成
・
樋
口
美
紗

季吉
木
小
学
校

(

35
人)

(

１
年
生)

大
串
綾
梨
・
和
田
真
弓

子
・
金
本
梓
・
早
野
夏
奈
子
・
藤

井
萌
花
・
山
本
華
鈴
・
坂
田
典

子
・
永
津
翔
太
・
荒
巻
萌
・
田
中

実
乃
里
・
原
菜
月
・
村
上
弘
樹
・

和
田
夏
実
・
大
村
圭
渡
・
和
渕
圭

純
・
田
中
翔
・
田
和
爽
生
・
花
田

望
月
・
白
垣
璃
音
・
藤
田
恭
成
・

(

２
年
生)

加
藤
稜
・
岩
永
郁
也
・

鎌
田
志
朗

(

３
年
生)

木
下
東
風
・
吉
田
魁

星
・
鎌
田
真
琴
・
川
原
誉
瑛
・
都

留
郁
香

(

５
年
生)

吉
田
宗
禎
・
野
口
雄
太

(

６
年
生)

徳
永
雅
之
・
筒
井
琴

美
・
中
野
ひ
か
り
・
山
田
優
子
・

田
島
勇
翔

岡
垣
中
学
校

(

２
人)

(

３
年
生)

中
西
賢
覚
・
小
森
友
貴

岡
垣
東
中
学
校

(

９
人)

(
１
年
生)

柳
井
淳
志
・
渡
辺
龍
馬

(
２
年
生)

立
藤
伸
弥
・
森
美
里
・
原
尚

子
・
小
野
文
寛
・
小
野
良
剛

(

３
年
生)
森
千
尋
・
南
郷
智
広

団
体
表
彰

(

７
団
体)

子
ど
も
三
味
線
教
室

吉
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

岡
垣
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

岡
垣
中
学
校
剣
道
部

岡
垣
中
学
校
生
徒
会

岡
垣
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

岡
垣
東
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
へ
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公表します　職員の給与・定員の状況 
　平成18年度の職員の給与・定員の
状況をお知らせします。 
　職員の給与は、国に準じて町条例・
規則に定められ、毎年町議会の審議
を経て人件費予算が決定され、職員
に支給されています。 
　町では、平成18年度から行財政構
造改革プログラムに基づき、給与制
度の見直しを行い、人件費の削減を
図っています。今後も定員適正化計画
に基づき、職員定数の削減を進め、よ
り一層の人件費抑制に努めます。 
※給与・定員の状況は、紙面の都合上、内容を一

部省略しています。詳細は岡垣町公式ホームペ

ージに掲載しています。 

(1) 人件費の状況（普通会計決算） (２) 職員給与費の状況（普通会計予算） 

 (３) 職員の平均年齢、平均給料月額・平均給与月額の状況 

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
※1

平均給与月額 
※2

見直し項目 

特別職等の給料・ 
議員報酬 

調整手当 

特殊勤務手当 

通勤手当 

住居手当 

管理職手当 

見直しの内容 改正時期 
見直しによる削減効果額 
(平成18年度見込み） 

区分 区分 
給与費 

給　 料 職員手当 計（Ｂ） 期末・勤勉手当 
職員数 
（Ａ） 

一人当たり給与費 
Ｂ/Ａ 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率 （Ｂ/Ａ） 

住民基本台帳人口  
（年度末） 

岡垣町 43.1歳 

40.4歳 

41.0歳 

48.4歳 

352,756円 

328,477円 

313,218円 

286,500円 

391,494円 

381,212円 

328,409円 

318,595円 

416,153円 

―  

337,115円 

― 

国 

岡垣町 
国 

一般行政職 

技能労務職 

(４) 職員の初任給の状況 

区分 

区分 

区分 職員数 構成比 標準的な職務内容 

経験年数区分 
10年以上～15年未満 15年以上～20年未満 20年以上～25年未満 

一般 
行政職 

一般 
行政職 

大学卒 

大学卒 

159,700円 

138,400円 

135,600円 

　　―    円 

164,714円 

140,240円 

134,034円 

　　―    円 

138,400円 

135,600円 

－ 

304,277円 
280,633円 
255,400円 
　　－    円 

356,766円 
310,162円 
　　－    円 
　　－    円 

389,710円 
363,260円 
300,400円 
　　－    円 

高校卒 

高校卒 
高校卒 
中学卒 

室長、課長、局長、参事、主幹 ６級 

５級 

４級 

３級 

２級 

１級 

17人 

6人 

33人 

50人 

8人 

7人 

14.0％ 

5.0％ 

27.3％ 

41.3％ 

6.6％ 

5.8％ 

室長、課長、局長、課長補佐、参事、主幹 

係長、所長、統括主査 

主査、主任、保健師、保育士、司書、栄養士 

主事、技師、保健師、保育士、司書、栄養士 

主事、技師、保健師、保育士、司書、栄養士、主事補、技師補 

高校卒 

中学卒 

技能 
労務職 

技能 
労務職 

岡垣町 郡内平均 国 

17年度 17年度 165 645,721 138,226 271,714 1,055,661 6,398 31,991人 7,293,484 266,727 1,541,584 21.1

（参考） 
平成16年度の 
人件費率 
18.5

（注）１　岡垣町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数を 
　　　　表しています。 
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務で 
　　　　す。 

（注）１　本表には、特別会計・水道事業会計・下水道事業会計分は含まれ 
　　　　ていません。 
　　２　人件費には、町長や議員などの特別職に支給される給与や報酬、 
　　　　一般職の職員に支給される給料や諸手当のほか、共済組合負担 
　　　　金、退職手当、公務災害補償費などが含まれています。 

（注）１　本表には、特別会計・水道事業会計・下水道事業会計分は含まれて 
　　　　いません。 
　　２　退職手当は、職員手当に含まれていません。 

（注）１　平均給料月額とは、平成18年４月１日現在の各職種ごとの職員の 
　　　　基本給の平均です。 
　　２　「平均給与月額※1」は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域 
　　　　手当、住居手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当などすべての諸手 
　　　　当の額を合計したものを表しています。 
　　　　「平均給与月額※2」は、「平均給与月額※1」から時間外勤務手当 
　　　　と特殊勤務手当を除いたものです。国家公務員は、平均給与月額 
　　　　※2しか公表されていません。 

（金額：千円、率：％） （金額：千円） 

（平成18年4月1日現在） 

(５) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

(６) 一般行政職の級別職員数の状況 

（平成18年4月1日現在） 

（平成18年4月1日現在） 

行財政構造改革プログラムに基づく職員給与等の見直し状況 

１．給与の状況 

（平成18年4月1日現在） 
 

町長 819千円　→　779千円（△5％）  
助役 655千円　→　629千円（△4％）  
教育長 613千円　→　589千円（　〃　）  
議長 347千円　→　337千円（△3％）  
副議長 305千円　→　298千円（△2.5％）  
委員長 295千円　→　288千円（　〃　）  
議員 285千円　→　278千円（　〃　） 

調整手当制度（４％）を廃止し、地域手当 
制度（2.5％）に見直し 

持家該当者のうち新築・購入から５年以上 
経過した者への手当（2,500円）を廃止 

税務（賦課）手当の廃止  
税務（徴収専任）手当の見直し  
自動車検査作業手当の廃止 

グループリーダー 20％→　17％（△3％）  
課長 15％→　13％（△2％）  
課長補佐・参事 11％→　10％（△1％） 

通勤距離２km未満の手当廃止 

H17.7.1

H18.4.1

H18.4.1

H18.4.1

H18.4.1

H18.1.1

△3,584千円 

△2，980千円 

△867千円 

△2，370千円 

△2，745千円 

△29，211千円 合　　　計 

△16，665千円  
（期末勤勉手当への影響額含む） 

Ⅰ種：183,800円 
Ⅱ種：170,200円 
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区分 

区分 職員数 

平成17年 平成18年 
対前年 
増減数 部門 

給
料 

報
酬 

期
末
手
当 

退
職
手
当 

給料月額など 

岡垣町 国 
岡垣町 

手当名 

区分 平成16年度 
計画前年 

平成17年度 
1年目 

平成18年度 
2年目 

平成17～18年度 
計 

（参考） 
数値目標 部門 

全部門 

186

△3 
3 
0 

186

△6 
2 
△4 
182

△9 
5 
△4

減　員 
増　員 
差　引 
職員数 

純減率 

内容・支給単価（月額） 
支給職員１人当たり 
平均支給年額 

（平成17年度決算） 

支給実績 
（平成17年度決算） 

国 

職制上の段階、職務の級 
などによる加算措置 
･役職加算　5～15％ 

町　長 
助　役 
教育長 

町　長 
助　役 
教育長 

3.5 
3.5 
3.5

20％ 
20％ 
20％ 

779,000円×在職年数×510/100 
629,000円×在職年数×300/100 
589,000円×在職年数×252/100

町　長 
助　役 
教育長 

議　　会    
総　　務    
税　　務    
労　　働    
農林水産    
商　　工    
土　　木    
民　　生    
衛　　生    
小　　計   

教育部門    
消防部門    
小　　計　 
病　　院    
水　　道    
交　　通    
下 水 道    
そ の 他    
小　　計   

3     
53     
15     
    

10     
2     
12     
29     
17     
141     
   22     

    
163     

    
7     
    

10     
7     
24　 

3     
54     
15     
    
9     
2     
11     
29     
16     
139     
22     
    

161     
    
6     
    
9     
7     
22    

0   
1   
0   
   

△ 1   
0   

△ 1   
0   

△ 1   
△ 2   
0   
   

△ 2   
   

△ 1   
   

△ 1   
0   

△ 2   
△ 4  

779,000円 
629,000円 
589,000円 

議　長 
副議長 
議　員 

議　長 
副議長 
議　員 

（17年度支給割合） （役職加算） 

337,000円 
298,000円 
278,000円 

915,000円／458,000円 
745,000円／388,000円 

未公表／未公表 

499,000円／227,000円 
430,000円／182,000円 
400,000円／157,000円 

（参考）類似団体における最高／最低額 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
1人当たり平均支給額 
そのほかの加算措置 
　定年前早期退職特例措置 

自己都合 
23.5月分 
33.5月分 
47.5月分 
59.28月分 
─ 千円 

勧奨・定年 
30.55月分 
41.34月分 
59.28月分 
59.28月分 
27,489千円 

地域 
手当 

29,596千円 175,121円 

7.0％ 

純減数 

13人 

平成22年4月1日 
職員数 

173人 

平成17年4月1日 
職員数 

186人 

自己都合 
23.5月分 
33.5月分 
47.5月分 
59.28月分 

勧奨・定年 
30.55月分 
41.34月分 
59.28月分 
59.28月分 

職制上の段階、職務の級 
などによる加算措置 
･役職加算　　5～20％ 
･管理職加算　10～25％ 

期末手当 
3.0月分 

（1.6）月分 

勤勉手当 
1.45月分 

（0.75）月分 

期末手当 
3.0月分 

（1.6）月分 

勤勉手当 
1.45月分 

（0.75）月分 

１人当たり平均支給額（平成17年度） 

　　　　　1,696千円 
─ 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成17年度に退職した職員に 
　　支給された平均額を表します。 

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合を表します。 

(注）１　岡垣町では収入役をおいていないため、教育長の給料などを掲載 
　　　　しています。      
　　２　退職手当の１期の手当額は、４月１日現在の給料月額・支給率に 
　　　　基づき、１期（４年＝48月） 勤めた場合の退職手当の見込額です。     

（注）　職員数は一般職に属する職員数を表し、教育長を含みます。 

（注）１　計画期間は、平成17～26年度の10年間です。 
　　２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。 

(２) 定員管理の数値目標・進捗状況【全職員対象】 (１)部門別職員数の状況 

①平成17年４月１日～平成22年４月１日の定員管理の数値目標 

②行財政構造改革プログラムでの定員管理の数値目標の進捗状況 

 (７) 期末手当・勤勉手当 

 (10) 特別職の報酬などの状況 

 (８) 退職手当 
（平成18年4月1日現在） 

（平成18年4月1日現在） 

（各年4月1日現在） 

(９) その他の手当 

（平成18年4月1日現在） 

普
通
会
計
部
門 

一
般
行
政
部
門 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

187 183合　　計 

34人純減 

２．職員数の状況 

（2％～20％加算） （2％～20％加算） 

（平成17年度支給割合） （平成17年度支給割合） 

（加算措置の状況） （加算措置の状況） 

給料・扶養手当の合計額の2.5％ 

扶養 
手当 

21,316千円 259,951円 配偶者13,000円、ほかの扶養親族2人まで 
6,000円、3人目からは1人5,000円 

時間外 
勤務手当 

38,090千円 264,514円 正規の勤務時間以外に勤務を命じられた 
職員に対して支給 

住居 
手当 

9,771千円 91,309円 

・借家：家賃の額に応じ、27,000円を限度に 
  支給  
・持家：住居を所有する世帯主である職員に､ 
  5年を限度に2,500円を支給 

通勤 
手当 

12,736千円 75,356円 

･交通機関利用者  
 運賃などに応じ、最高55,000円を限度に支給  
・交通用具利用者（自家用車など）  
  通勤距離に応じ24,500円を限度に支給 

管理職 
手当 

20,407千円 816,266円 

管理職員を対象に、給料月額に次の率を乗じ 
た額を支給  
・グループリーダー 17％  
・課長 13％  
・課長補佐・参事 10％  
・人事秘書係長・財政係長 10％ 

月分 

3.5 
3.5 
3.5

20％ 
20％ 
20％ 

月分 

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期） 
15,891,600円 
7,548,000円 
5,937,120円 

任期満了後 
任期満了後 
任期満了後 

182（11.8％） 

問い合わせ　企画政策室へ 
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国際音楽会では、上海音楽協会の演奏家や管楽器奏者の劉宏軍さんが、中国の伝統音楽を演奏しました。また、ワ
ールド青少年のつどいでは、国際色あふれるゲームや歌を楽しみ、ミニレストランや銘茶店では日本やアジアの食を
味わうことができました。

南高陽区では、子どもとお年寄りの世代交流のため、
ふれあいサロンを行いました。こども未来館の出張児
童館を招き、歌ったり踊ったりして楽しみ、紙芝居や
ゲームをして笑い転げました。参加したお年寄りから
｢楽しかった。少し寿命が延びました｣との声が聞かれ
ました。

【南高陽区公民館長後藤幸盛さんの投稿】

国際交流フェスティバルに出演した上海音楽演奏家
の演奏会が行われました。子どもたちは、生で聞く｢ニ
胡｣｢楊琴｣などの異文化の音色に聞き入っていました。
岡垣東中学校では、１・２年生が合唱を披露し、音楽
の国際交流を楽しみました。

【岡垣東中学校からの投稿】

２/26 中国伝統楽器演奏会（岡垣東中学校・吉木小学校） ２/18 南高陽区ふれあいサロン(南高陽区公民館)

２/25 国際交流フェスティバル(岡垣サンリーアイ)

中国伝統音楽の美しい調べ 

中国の伝統音楽を楽しむ 

世代交流の楽しい一時 

新しい目標に向かって 

傷ついたお客さんが漂着 

森　外旧居の30万人目の来場者に 

中国伝統音楽の美しい調べ 

中国伝統音楽の美しい調べ 

中国の伝統音楽を楽しむ中国の伝統音楽を楽しむ 

世代交流の楽しい一時 

新しい目標に向かって 

傷ついたお客さんが漂着 

森　外旧居の30万人目の来場者に 

中国の伝統音楽を楽しむ 

中国伝統音楽の美しい調べ 

中国の伝統音楽を楽しむ 

世代交流の楽しい一時世代交流の楽しい一時 

新しい目標に向かって 

傷ついたお客さんが漂着 

森　外旧居の30万人目の来場者に 

世代交流の楽しい一時 
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ミックスフリー
(男女混合)の部な
ど、26チームが４
つの部門に分けか
れて、熱戦を繰り
広げました。
(結果は4月10日号に

掲載予定です)

嵩
たけ

重行さん(鍋田
区)が、おもとの普及
活動が認められ、功
労賞を受賞されまし
た。おもとは、新築
や移転のときに縁起
の良い贈り物として、
愛されています。

万年青を育てています
日本おもと協会功労賞受賞

このイベントに約50人の親子と20人の婦人会のみなさ
んが参加し、お手玉やおはじきなど、昔の遊びを一緒に
楽しみました。

1/27 婦人会さんと交流会(こども未来館)

吉田慎介さん(新松原区)が、海岸で傷ついたカメを
発見しました。アオウミガメが岡垣町で見られること
はとても珍しいとのことです。カメは現在、海の中道
マリンワールドで治療中ですが、回復後、海へ還され
る予定です。

公民館講座の一環
で、｢明治の文豪、森
外に学ぶ日本の美し
さ｣と題して北九州市
指定文化財の森 外旧
居に見学に行ったとこ
ろ、受講生30人のう
ち荒木チカ子さん(旭
東区)が来場者30万人
目に選ばれました。荒
木さんは、｢これを機
に、 外の作品をひも
といていきたい｣と語
りました。

昔遊びを一緒に楽しむ

岡垣サンリーア
イの文化講座の受
講生が、作品展示
や芸能祭で、日ご
ろの成果を発表し
ました。文化講座
は現在、約100講
座にのべ800人が
受講しています。

３/２～４ 第13回サンリーアイ文化講座文化祭

2/25 ソフトバレーボールオープン大会（ウエーブアリーナ）

あなたも始めてみませんか？

元気ハツラツ　ソフトバレー

今年の卒業生は、内浦小学校17人、吉木小学校76
人、海老津小学校88人、山田小学校87人、戸切小学
校13人で小学校合わせて281人、岡垣中学校206人、
岡垣東中学校122人で中学校合わせて328人でした。
(表紙に中学校卒業式の写真を掲載しています)

▲北九州森 外記念会の品川理事(写
真左)から 外の作品集を受け取る
荒木さん(写真右)

2/16 森　外旧居見学(岡垣町公民館
講座｢文学講座｣)

３/15･16 町立小中学校卒業式

２/23 アオウミガメ漂着

中国伝統音楽の美しい調べ 

中国の伝統音楽を楽しむ 

世代交流の楽しい一時 

新しい目標に向かって新しい目標に向かって 

傷ついたお客さんが漂着 

森　外旧居の30万人目の来場者に 

新しい目標に向かって 

中国伝統音楽の美しい調べ 

中国の伝統音楽を楽しむ 

世代交流の楽しい一時 

新しい目標に向かって 

傷ついたお客さんが漂着傷ついたお客さんが漂着 

森　外旧居の30万人目の来場者に 

傷ついたお客さんが漂着 

中国伝統音楽の美しい調べ 

中国の伝統音楽を楽しむ 

世代交流の楽しい一時 

新しい目標に向かって 

傷ついたお客さんが漂着 

森　外旧居の森　外旧居の30万人目の来場者に万人目の来場者に 森　外旧居の30万人目の来場者に 

お　も　と

吉
木
小
学
校
の
卒
業
式

▲
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一
般
の
投
稿

夢
ぎ
っ
し
り
肩
に
ピ
カ
ピ
カ
ら
ん
ど
せ
る

馬
場
　
哲
哉

青
葉
短
歌
会

み
ど
り
児
の
孫
を
抱
き
て
幸
願
う

幾
多
の
苦
難
乗
り
越
え
育
て
よ

早
川
　
京
子

汁
椀
の
翡
翠
色
せ
る
蕗
の
と
う

夕
餉
に
春
の
匂
い
運
べ
り

石
松
　
清
美

暖
か
き
冬
の
日
つ
づ
き
今
日
の
庭

千
の
紅
梅
し
だ
れ
華
や
ぐ

原
口
　
一
枝

病
室
の
隅
に
置
か
れ
し
ま
ま
の
杖

主
の
回
復
じ
っ
と
待
ち
お
り

西
村
　
光
代

乳
垂
俳
句
会

潮
騒
を
藻
屑
が
抱
け
る
春
の
浜

俵
口
　
勝
美

竹
林
の
日
を
照
り
返
す
涅
槃
寺

田
中
　
久
子

境
界
の
杭
う
つ
音
や
下
萌
ゆ
る

外
村
　
次
子

子
等
の
絵
馬
見
る
も
た
の
し
き
梅
の
宮

寺
田
タ
ツ
子

木
綿
間
俳
句
会

掛
声
に
励
ま
す
立
居
着
ぶ
く
れ
て橋

本
貴
美
子

本
尊
は
不
動
明
王
豆
を
撒
く

杉
山
久
美
子

足
弱
の
予
定
狂
は
す
春
の
雪

貞
苅
　
文
枝

母
在
せ
ば
百
寿
と
思
ふ
二
月
来
る永

山
　
　
篁

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会（
昼
の
部
）

日
溜
り
の
ひ
そ
ひ
そ
話
桜
の
芽

陣
内
ヨ
シ
子

堰
越
ゆ
る
水
音
や
は
ら
か
麦
青
む福

嶋
　
和
子

海
光
へ
な
だ
れ
咲
き
た
る
椿
か
な横

尾
　
淑
子

料
峭
や
磧
に
ひ
と
つ
ヘ
ル
メ
ッ
ト井

村
　
晴
代

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会（
夜
の
部
）

竣
工
の
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
草

中
島
尚
一
郎

散
歩
道
陽
気
に
満
ち
て
水
仙
花

中
島
　
宣
広

雨
上
が
り
み
ど
り
ふ
く
る
る
蕗
の
薹

木
下
　
武
久

辻
井
戸
の
古
び
し
滑
車
下
萌
ゆ
る力

丸
ツ
ヤ
子

みんなの投稿まってます
読者へのお知らせ、サークルなど

の紹介、イラスト・写真、俳句・短
歌・川柳などを募集します。締切日
は毎月１日です。
※営利・政治・宗教に関するものな
ど、掲載できないものもあります

投稿先・問い合わせ
〒811－4233
岡垣町野間１丁目１番１号
岡垣町役場地域づくり課
1282－1211

chiiki@town.okagaki.fukuoka.jp

ソフトバレーを一緒にいかが？

30歳代～70歳代の男女が、ソフトバレーボールを楽しん

でいます。初心者も歓迎していますので、一緒にプレーしま

せんか。

チーム名 たんぽぽの会

練習日時 週２回（水曜午後２時～４時、土曜午後１時～３時）

と こ ろ 町民体育館

問い合わせ 高宮1282－7631へ
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広報おかがきに関係する次の問題に答えて、はがきで応募し
てください。正解者の中から抽選で５人に、「びわの葉湯」をプレ
ゼントします。

問題１
毎月連載の、岡垣町の歴史が楽しめるコーナーは？

（ヒント：14ページ）
答　え
A 岡垣書紀　B 岡垣今昔物語　C 新岡垣風土記

問題２
２月25日に行われた○○交流フェスティバル。○○とは？

（ヒント：10ページ）
答　え
A 海外　B 国際　C 国内

問題３
４月22日は何の一般選挙投票日？

（ヒント：２ページ）
答え
A 岡垣町議会議員　B 岡垣町長　C 福岡県知事

応募方法
はがきに、答え(例：１－A)・住所・氏名(誌上匿名可)・電話
番号・広報おかがきへの意見を記入し、４月５日(木)までに
岡垣町役場へ

当選発表
前回は、９人の応募があり、９人が正解しました。当選者は
次のみなさんです(順不同)。田中光義さん(緑ヶ丘区)、島田
節子さん(旭西区)、レゴブロックさん(野間四区)、太田望さ
ん(宗像市)、匿名希望(旭西区)

広
瀬
晴は

る

斗と

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
３
月
13
日
生
ま
れ(

吉
木
区)

イ
タ
ズ
ラ
好
き
の
晴
斗
く
ん
。

明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね

宮
崎
　
輝

ひ
か
る

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
３
月
14
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

毎
日
大
変
だ
け
ど
、
そ
の
笑

顔
が
パ
パ
と
マ
マ
の
特
効
薬

村
上
愛
海

あ

み

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
３
月
４
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

あ
ん
よ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
一
緒
に
お
散
歩
し
よ
う
ね

佐
藤
尚な

お

毅き

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
３
月
19
日
生
ま
れ(

公
園
通
り
中
区)

元
気
一
杯
の
尚
ち
ゃ
ん
。
い
た

ず
ら
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
ね

篠
原
　
凪な

ぎ

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
16
年
３
月
５
日
生
ま
れ(

野
間
二
区)

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
た
く

さ
ん
の
幸
せ
を
あ
り
が
と
う

石
田
悠ゆ

う

斗と

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
３
月
23
日
生
ま
れ(

三
吉
団
地
区)

笑
顔
の
か
わ
い
い
悠
斗
。
元

気
に
ス
ク
ス
ク
成
長
し
て
ね

びわの葉湯
岡垣町の特産品

「ビワ」のイメージ商品

3月生まれ

募集対象 町内在住で、掲載月
が誕生月の１～３歳の子ども
応募方法 投稿する写真・住
所・親子の氏名(ふりがな)・子
の生年月日・電話番号・子ども
へのコメント(20文字以内)・広
報おかがきへの意見を、地域づ
くり課(窓口・郵送・Eメール)へ
締 切 日 掲載月の１日
※応募者多数の場合は抽選
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戦
後
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領

の
下
、
政
治
の
改
革
が
進
め
ら
れ
、
日

本
国
憲
法
や
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育

法
な
ど
も
制
定
さ
れ
た
。

１
９
４
６(

昭
和
21)

年
11
月
３
日
、
新

し
い
国
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
日
本
国

憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
の
５
月
３
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
。
憲
法
前
文
は「
…
政

府
の
行
為
に
よ
る
再
び
戦
争
の
惨さ
ん

禍か

が

起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存

す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
制

定
す
る
…
」と
し
て
い
る
。

憲
法
は
①
国
民
主
権
②
基
本
的
人
権

の
尊
重
③
戦
争
放
棄
の
３
つ
の
柱
か
ら

な
っ
て
い
る
。

憲
法
26
条
に
は「
教
育
を
受
け
る
権
利

と
教
育
の
義
務
」に
つ
い
て
書
か
れ
、
教

育
の
こ
と
が
初
め
て
憲
法
に
盛
り
込
ま

れ
た
。

１
９
４
７(

昭
和
22)

年
３
月
31
日
、
憲

法
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
基
本
法
が
、

公
布
と
と
も
に
施
行
さ
れ
た
。

第
一
条
の
教
育
の
目
的
は
、「
教
育
は

人
格
の
完
成
を
目
指
し
、
平
和
的
な
国

家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
心
理

と
正
義
を
愛
し
、
個
人
の
価
値
を
た
っ

と
び
、
勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主

的
精
神
に
充み

ち
た
心
身
と
も
に
健
康
な

国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
し
て
い
る
。

以
下
、
十
条
ま
で
条
文
化
さ
れ
た
が
、

第
四
条
は
、「
国
民
は
そ
の
保
護
す
る
子

女
に
、
９
年
の
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ

る
義
務
を
負
う
」と
し
た
。

こ
の
教
育
基
本
法
は
、
昨
年
改
定
さ

れ
た
。

１
９
４
７(

昭
和
22)

年
３
月
31
日
に
公

布
さ
れ
、
翌
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
教
育
基
本
法
を
受
け
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
年
の
４
月
か
ら

小
学
校(

国
民
学
校
か
ら
小
学
校
へ
名
称

変
更)

と
中
学
校
が
発
足
し
た
。
義
務
教

育
を
９
か
年
に
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
義
務
教
育
費
を
無
償
と
す
る
こ
と

は
、
憲
法
二
十
六
条
に
定
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
新
制
中
学
校
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
全
国
的
に
校
舎
は
な

い
、
教
員
も
い
な
い
な
ど
で
、
準
備
が

大
変
だ
っ
た
。

１
９
４
７
年
４
月
１
日
、
岡
垣
村
立

岡
垣
中
学
校
が
誕
生
し
た
。
校
舎
は
な

い
の
で
、
吉
木
小
学
校
に
本
校
を
併
置

し
、
山
田
小
学
校
に
分
校
を
置
い
て
発

足
し
た
。
吉
木
小
で
は
１
〜
３
年
生
の

７
ク
ラ
ス
、
山
田
小
で
は
新
１
年
生
の

３
ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

教
員
確
保
の
た
め
に
、
刀
根
宇
三
次

校
長
ら
が
奔
走

ほ
ん
そ
う

し
た
よ
う
で
あ
る
。

開
校
当
時
、
勤
務
さ
れ
た
柴
田
幸
好

さ
ん
は
、
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

戸
切
国
民
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
が
、

刀
根
校
長
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、
岡
中
の

教
員
と
な
っ
た
。
勤
務
は
山
田
小(

分
校)

で
、
新
一
年
生
の
担
任
と
な
っ
た
。
生

徒
は
、
山
田
国
民
学
校
と
戸
切
国
民
学

校
の
卒
業
生
だ
っ
た
。
教
室
は
、
空
き

教
室
を
借
用
し
た
。
机
や
椅
子
も
借
用

し
た
。

教
科
は
、
数
学
と
体
育
、
習
字
を
担

当
し
た
。
ど
の
教
科
も
教
科
書
が
そ
ろ

わ
ず
、
授
業
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

生
徒
は
親
の
手
作
り
の
服
を
着
て
い

る
も
の
が
多
く
、
弁
当
持
参
だ
っ
た
。

金
比
羅
山
ま
で
木
剣
持
参
で
走
っ
て

い
き
、
頂
上
で
、
剣
道
の
練
習
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

夏
休
み
、
職
員
で
波
津
海
水
浴
場
に

氷
店
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
結
構
売
れ
て
、

放
送
機
器
購
入
の
資
金
に
し
た
。

運
動
会
は
、
山
田
小
の
運
動
会
と
合

同
で
行
っ
た
。

２
年
間
勤
務
し
て
、
戸
切
小
に
戻
っ

た
。

岡
垣
の
教
育
　
岡
垣
中
学
校
の
誕
生
①

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
入
江
　
東
樹

〈
日
本
国
憲
法
〉

〈
教
育
基
本
法
〉

〈
学
校
教
育
法
〉

〈
岡
垣
中
学
校
の
誕
生
〉

初代校長　刀根宇三次

14
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こ
の
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
障
害
、

精
神
障
害
な
ど
の
理
由
で
、
も
の
ご
と

の
判
断
が
で
き
な
い
人
が
、
財
産
管
理

や
日
常
生
活
で
の
契
約
な
ど
を
行
う
と

き
に
、
不
利
益
を
こ
う
む
っ
た
り
悪
質

商
法
の
被
害
者
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と

を
防
ぎ
、
安
心
し
た
日
常
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

・
普
通
使
わ
な
い
高
額
な
健
康
器
具
や

布
団
な
ど
を
、
訪
問
販
売
で
い
く
つ

も
買
っ
て
し
ま
う
と
き

・
本
人
の
年
金
を
、
他
の
家
族
が
本
人

に
無
断
で
使
っ
て
し
ま
う
と
き

・
認
知
症
が
進
行
し
た
ら
、
財
産
の
管

理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
契
約

に
不
安
が
あ
る
と
き

・
両
親
が
死
亡
し
た
後
の
、
知
的
障
害

を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心
配
な
ど

きな
ど
、
日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
と

き
に
利
用
で
き
ま
す
。

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
財

産
管
理(

預
貯
金
の
管
理
な
ど)

や
身
上

監
護(

日
常
生
活
で
の
契
約
な
ど)

を
支

援
し
て
い
く
制
度
で
す(

表
１
参
照
）。

支
援
す
る
人
が
、
利
用
者
本
人
に
代

わ
っ
て
生
活
に
必
要
な
契
約
を
し
た

り
、
本
人
だ
け
で
行
っ
た
不
利
益
な
契

約
を
取
り
消
し
た
り
す
る
な
ど
、
本
人

の
生
活
や
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
、

援
助
を
行
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
は
、
利
用
者
本
人
の

判
断
能
力
に
応
じ
て
、
利
用
で
き
る
制

度
の
種
類
や
申
請
窓
口
や
か
か
る
費
用

な
ど
が
違
い
ま
す(

表
２
参
照
）。
ま
た
、

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
の
状
況
に

応
じ
た
詳
細
な
内
容
を
整
理
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
十
分
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
内
容

も
複
雑
で
す
が
、
成
年
後
見
制
度
は
、

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
り
支
え
る
制

度
で
す
。
現
在
抱
え
て
い
る
不
安
を
安

心
に
か
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い(

表
３
参
照)

。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
山
本
実
子

成
年
後
見
制
度
を知

っ
て
い
ま
す
か
？

成
年
後
見
制
度
と
は
？

制
度
を
利
用
し
た
い
と
き
に
は
？

こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

ヘルシークッキング　～きのこのみぞれ汁～
材料（４人分）
○生しいたけ２枚○しめじ60ｇ○なめ
こ45ｇ○鶏肉胸肉80ｇ○ニンジン60
ｇ○大根おろし大さじ４○いりこだし
２･５カップ○しょうゆ小さじ２○塩小
さじ３分の１○柚子こしょう適量
作り方
①生しいたけの石づきを除き、薄切り
にする
②しめじをほぐす
③ニンジンを千切りにする
④鶏肉は１センチ角に切り、酒をふる

⑤だし汁を鍋に入れ、あくをとり、き
のこを加えて、しょうゆと塩で味を
付ける
⑥椀に盛り、大根おろしの水分を切り
上に乗せ、ねぎと柚子ごしょうを添
える

一人分の栄養価
エネルギー42kcal、たんぱく質6.1ｇ、
脂質0.4ｇ、カルシウム15mg、食物繊
維1.9ｇ、塩分0.9ｇ

第177回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

表１　支援内容 

財産管理 

身上監護 

本人の預貯金の管理や不動産の処分、遺
産分割など財産に関する契約などへの助
言や支援 

介護・福祉サービスの利用や医療・福祉
施設への入退所の手続きや費用の支払な
ど、日常生活に関わる契約などの支援 

表２　成年後見制度の種類と概要 

表３　相談窓口 

任意後見 

法定後見 

福岡家庭裁判所後見センター 

リーガルサポートふくおか電話相談 

高齢者・障害者総合支援センター 
「あいゆう」北九州センター 

092－711－9651

遠賀支部地域包括支援センター 093－293－6745

093－561－0360

092－738－7050

種　類 概　　要 

判断能力が十分なうちに、判断能力が衰
えた場合に備え、誰に何を支援してもら
うかをあらかじめ決めておく。手続きは、
公証役場で行う。 

判断能力が衰えた後は、判断能力の程度な
どによって「補助」「補佐」「後見」の３つの型
に分かれる。支援する人は家庭裁判所が選
任。手続きは、家庭裁判所で行う。 



役場・教育委員会

1282―1211

情報プラザ人の駅

1281―2005

こども未来館

1281―5501

東部公民館

1282―0035

中央公民館

1282―0162

西部公民館

1281―5006

町民武道館

1282―6111

岡垣サンリーアイ

1282―1515

社会福祉協議会

1283―2940

シルバー人材センター

1282―4688

いこいの里高齢者等
相談センター

1283―0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター

1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター

1282―5103

岡垣町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp
町の情報や広報おかがきを
見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp/plaza/
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４
月
２
日
(月)
か
ら
、
住
民
票
が
１
枚

に
５
人
ま
で
記
載
す
る
様
式
に
変
わ
り

ま
す
。

※
住
所
や
氏
名
の
変
更
の
証
明
が
必
要

な
と
き(

車
検
証
や
登
記
簿
な
ど
の
住

所
か
ら
現
住
所
ま
で
の
つ
な
が
り
を

証
明
す
る
と
き)

は
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い

※
用
途
に
よ
っ
て
、
本
籍
や
続
柄
が
記

載
さ
れ
た
証
明
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
提
出
先
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
価

格
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き

４
月
２
日
(月)
〜
５
月
31
日
(木)

と
こ
ろ

税
務
課

対
　
象

岡
垣
町
に
固
定
資
産
税
を
納

税
し
て
い
る
人

※
納
税
者
と
確
認
で
き
る
も
の(

免
許
証

な
ど)

と
印
か
ん
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

税
務
課
へ

日
常
生
活
の
利
便
や
社
会
活
動
へ
の

お
知
ら
せ

国民健康保険に加入している70歳未満の人が、入院で医療費が高額となったとき、
病院で支払いが軽減されます。
今までは、医療費が高額になったとき、一度病院で支払った後、申請により高額

療養費として支給されていました。
４月からは、事前に限度額適用認定証の交付を受け、病院で提示すれば、支払い

が所得に応じた自己負担限度額までになります。

※認定証の交付を受けると、高額療養費の支給申請はいりません。ただし、外来や
複数の病院などへの支払いが限度額を超えるときは、今まで通り申請してからの支
給となります。

限度額適用認定証の交付・問い合わせ 国民健康保険証と印かんを持って住民課へ

住
民
票
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

４月から70歳未満の高額療養費の制度が変わります

高額療養費の支給までの流れ 新 旧 

平成19年3月末まで 平成19年4月から 

患
　
者 

患
　
者 

医
療
機
関 

医
療
機
関 国

　
保 

国
　
保 

①自己負担分（3割負担） 
　の支払い 

①認定証の交付 
　申請 

④限度額を超え 
　る分を支払い 

②認定証を交付 

③限度額適用認定証を 
　提示して自己負担 
　限度額までを支払い 

②高額療養費の支給申請 

③約3か月後に支給 
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参
加
な
ど
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
タ

ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
を
補
助
し
ま
す
。

４
月
か
ら
、
対
象
者
の
条
件
と
利
用
券

の
枚
数
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

対
　
象

在
宅
で
、
平
成
18
年
度
の
住

民
税(

18
歳
未
満
の
場
合
は
父
母)

が
非

課
税
か
、
均
等
割
だ
け
課
税
さ
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
を
持
つ
人

①
身
体
障
害
者
手
帳(

Ｊ
Ｒ
運
賃
減
額
欄

が
第
１
種)

②
療
育
手
帳(

Ａ
判
定)

③
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳(
１
・
２

級)

持
っ
て
く
る
も
の

①
〜
④
の
い
ず
れ

か
と
印
か
ん

枚
　
数

24
枚(

１
冊)

※
腎
臓
機
能
障

害
者
は
72
枚(

３
冊)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
２
日

(月)
か
ら
健
康
福
祉
課
へ(

※
４
月
２
・
３

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
は
情
報

プ
ラ
ザ
人
の
駅
で
も
申
し
込
め
ま
す)

パ
ソ
コ
ン
に
触
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
初
心
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
教
室
で
す
。

と
　
き

４
月
３
日
(火)

○
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

○
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

対
　
象

町
内
在
住
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
未
経
験
者

定
　
員

各
６
人
※
先
着
順

参
加
費

無
料

※
当
日
は
、
午
後
４
時
ま
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

前
日
ま
で

に
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
楽
し
み
な
が

ら
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

と
　
き

４
月
21
日
(土)
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

費
　
用

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

画
像
デ
ー
タ
・
写

真問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

【
よ
か
よ
か
介
護
１
日
コ
ー
ス(

い
ず
れ

か
１
日
受
講)

】

介
護
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く

り
コ
ー
ス
で
す(

高
齢
者
疑
似
体
験
・
介

護
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど)

。

と
　
き

４
月
25
日
(水)
・
６
月
７
日

(木)
・
７
月
13
日
(金)

【
や
っ
ち
ゃ
れ
介
護
実
践
コ
ー
ス(

４
日

間
全
て
受
講)

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
の
基
本
的
な
知
識
や

技
術
を
身
に
付
け
る
コ
ー
ス
で
す
。

と
　
き

５
月
９
日
(水)
・
23
日
(水)
・
６

月
６
日
(水)
・
20
日
(水)

【
各
コ
ー
ス
共
通
】

時
　
間

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時

30
分

受
講
料

無
料

定
　
員

24
人(

先
着
順)

と
こ
ろ

ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ(

中
間

市)申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
地

域
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
1
２
４

４
‐
４
７
４
７
へ

毎年お知らせ 

実施時期 平成20年４月 

20歳以上60歳未満の加入者全員 

・国民年金の保険料納付済月数 
・厚生年金の加入月数 
・加入実績に応じた年金見込額 
・自分が納めた保険料の納付額の合計 
 
※35歳・45歳・58歳の誕生月には加入履歴を加えて通知。 
　50歳から60歳の誕生月には将来の年金見込額を通知 

対　　象 

通知内容 

講
　
　
座

パ
ソ
コ
ン
若
葉
マ
ー
ク
教
室
　

創
作
工
房
人
の
駅

無
料
介
護
講
座

平成20年４月から、国民年金と厚生年金の加入者に、下記の内容
を誕生月に通知するねんきん定期便が始まります。
まずは、平成19年３月に35歳の加入者に、加入期間と加入履歴を

通知します。また、12月には45歳の加入者に加入期間と加入履歴を
通知し、55歳以上の加入者に下記の内容が通知されます。

問い合わせ 八幡社会保険事務所1６３１－７９６１へ
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受
験
資
格

○
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

○
昭
和
61
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
、
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
か
平
成
20
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

１
次
試
験
日

６
月
10
日
(日)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
２
日

(月)
〜
13
日
(金)
に
若
松
税
務
署
1
７
６

１
‐
２
５
３
６
へ

受
験
申
請
書
の
請
求

封
筒
に「
保
育

士
試
験
の
手
引
き
請
求
」と
朱
書
き
し
、

中
に
宛
先
を
明
記
し
て
百
四
十
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒(

Ａ
４
版
が
入
る

大
き
さ)

を
入
れ
、
３
月
27
日
(火)
か
ら

４
月
27
日
(金)
に
郵
送
　

受
付
期
間

３
月
27
日
(火)
〜
５
月
11
日

(金)試
験
日

○
筆
記
＝
８
月
７
日
(火)
・
８

日
(水)
○
実
技
＝
10
月
14
日
(日)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
１
７

１
‐
０
０
３
３
東
京
都
豊
島
区
高
田

３
‐
19
‐
10
明
治
安
田
生
命
高
田
馬
場

第
２
ビ
ル
６
階
全
国
保
育
士
養
成
協
議

会
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー
7
０
１

２
０
‐
４
１
９
‐
４
８
２
へ

原
則
２
年
間
で
旅
費
や
現
地
生
活
費

な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

募
集
内
容

①
青
年
海
外
協
力
隊
②
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格

①
満
20
〜
39
歳
の
日
本
国

籍
を
持
つ
人
②
満
40
〜
69
歳
の
日
本
国

籍
を
持
つ
人

申
し
込
み

４
月
10
日
(火)
〜
５
月
25
日

(金)
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

込
書
を
郵
送

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
1
６
７

１
‐
８
３
４
９
へ

青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
の
翼
の
団
員

を
募
集
し
ま
す
。
海
外
に
青
少
年
を
派

遣
し
、
外
国
の
青
少
年
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
国
際
力
の
あ
る
青
少
年
を
育
成

試
　
　
験

国
税
専
門
官(

大
学
卒
業
程
度)

保
育
士
を
目
指
す
あ
な
た
へ

募
　
　
集

技
術
と
経
験
を
海
外
で
活
用
し
よ
う

は
ば
た
け
青
春
の
翼

海の見える里山で安らぎの時を過ごしませんか 

里 山 オ ー ナ ー 募 集 

自然の恵みいっぱいのお米を食べよう 

棚 田 オ ー ナ ー 募 集 
　三里松原を臨む原地区の棚田で、減農薬のコシ
ヒカリや枝豆を栽培します。 
対　 象　田植え、稲刈り、枝豆刈りなどの作業に参
加できる人 
※作業は主に日・祝日。その他の管理は地元の農家
が行います 
募集人数　50組程度(先着順) 
オーナー料　10,000円(米は15kg程度、枝豆は
1.5mの紐で縛れる程度) 
田植え予定日　４月29日(日)※稲刈りは８月下旬、
枝豆刈りは10月上旬ごろを予定 
申し込み・問い合わせ 
４月13日(金)までに農林水産課へ 

　里山を身近な自然環境として保全、活用し、元気
な里山づくりをすることを目的に里山オーナー事
業を始めます。オーナーは立ち木を利用したクラフ
ト作りや、森林浴、樹木の手入れなどの森林レクレ
ーションを楽しみながら里山の管理を行います。春
にはたけのこ堀、夏はクワガタやカブト虫採りも楽
しめます。 
 
と こ ろ　町有林(大字
手野1243－5他) 
契約期間 
契約日から３年間 
募 集 数 
10区画(1区画約1,000
㎡程度)※先着順 
契 約 料 
年間10,000円 
申し込み・問い合わせ　
農林水産課へ 
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し
ま
す
。

研
修
コ
ー
ス(

事
前
研
修
・
事
後
研
修
あ

り)○
A
コ
ー
ス(

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州)

８
月
１
日
(水)
〜
18
日
(土)

○
B
コ
ー
ス(

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド

州)
７
月
24
日
(火)
〜
８
月
９
日
(木)

○
C
コ
ー
ス(

ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン

州)

７
月
28
日
(土)
〜
８
月
14
日
(火)

○
D
コ
ー
ス(

イ
ギ
リ
ス)

７
月
27
日
(金)
〜

８
月
13
日
(月)

定
　
員

各
コ
ー
ス
10
人

対
　
象

A
・
B
・
C
コ
ー
ス
は
満
13

〜
17
歳
、
D
コ
ー
ス
は
満
15
〜
17
歳
。

県
内
在
住
で
、
全
研
修
に
参
加
し
、
野

外
活
動
が
で
き
る
人
※
要
保
護
者
の
承

諾負
担
金

○
A
・
B
・
C
コ
ー
ス
＝
七

万
円
○
D
コ
ー
ス
＝
八
万
円
※
別
途
、

経
費
あ
り
※
一
部
町
が
補
助
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
６
日

(金)
ま
で
に
社
会
教
育
課
に
あ
る
申
込
書

を
福
岡
県
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動

推
進
室
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
４
０

２
へ通

学
合
宿
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き

５
月
〜
12
月
に
９
回(

１
回
あ

た
り
７
泊
８
日)

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
宿
泊
施
設
若
潮
荘

対
　
象

７
泊
８
日
の
全
日
程
に
参
加

で
き
る
町
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生

活
動
内
容

調
理
・
洗
濯
・
掃
除
な
ど

の
生
活
体
験
や
自
然
体
験
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
な
が
ら
一
週
間

学
校
へ
通
い
ま
す
。

参
加
費

五
千
円

募
集
人
員

１
回
あ
た
り
15
人

申
し
込
み

学
校
で
配
布
さ
れ
る
用
紙

を
４
月
16
日
(月)
ま
で
に
学
校
へ
提
出

問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局(

田

和)

1
０
９
０
‐
５
２
８
８
‐
５
９
５
７
へ

ト
ラ
イ
し
ま
せ
ん
か
？
夢
の
体
験
塾

問い合わせ 環境共生課まで

と　き ところ 

4月18日 
（水） 

20日（金） 

24日（火） 

25日（水） 

26日（木） 

27日（金） 

  9:45～10:05 

10:20～11:00 

11:15～11:45

元松原区公民館 

東黒山消防車庫前 

山田区公民館 

13:30～13:50 

14:00～14:40 

14:50～15:20

10:00～11:00 

13:30～15:00

10:00～11:30 

13:30～14:10 

14:30～14:50

10:00～10:40 

10:50～11:30 

13:30～15:00

10:00～10:20 

10:40～11:10 

13:30～13:50 

14:10～15:00

10:00～10:45 

11:00～11:30 

13:30～14:10 

14:30～15:30

町民総合グラウンド駐車場 

岡垣第一公園 

上畑施設改善センター前 

桜公園 

古鍋田公園 

海老津台公民館 

 戸切周辺地域スポーツ広場 

西山田区公民館 

三吉団地区公民館 

高倉区公民館 

中央公民館 

西部公民館 

西鉄団地井堀公園 

東部公民館 

東部公民館 

中央公民館 

波津漁協前 

西部公民館 

手野区公民館 

愛犬と暮らす
みなさんへ
犬の登録と狂犬病の予防注射を行います。予防注射は毎年

必ず受けてください。飼い犬は生後３か月以上の犬の登録と

予防注射を受けるよう義務付けられています。

料　金 ○登録料　3,000円（鑑札代含む）

○注射料　3,050円（済票代含む）

狂犬病の予防注射と登録をするときは

○犬の健康状態の分かる飼い主(大人)が連れてきてください

○期間中に注射を受けられなかったときは、かかりつけの獣

医師で注射を受けてください。
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地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
青
年
を
海

外
に
派
遣
し
、
国
際
的
な
視
野
を
備
え

た
地
域
活
動
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
ま
す
。

と
　
き

10
月
13
日
(土)
〜
21
日
(日)

訪
問
国

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ

募
集
内
容

○
リ
ー
ダ
ー
＝
６
人(

30
〜

39
歳)

○
メ
ン
バ
ー
＝
54
人(
18
〜
29
歳
）

負
担
金

○
リ
ー
ダ
ー
＝
六
万
八
千
円

○
メ
ン
バ
ー
＝
十
一
万
九
千
円
※
一
部

を
町
が
補
助
し
ま
す

申
し
込
み

４
月
９
日
(月)
か
ら
５
月
10

日
(木)
に
社
会
教
育
課
へ

問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局
1

０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
３
８
７
へ

個
人
で
も
チ
ー
ム
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
　
き

４
月
24
日
(火)
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

参
加
料

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

上
靴
・
笛

問
い
合
わ
せ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟(

野)

1
２
８
２
‐
７
７
４
０
へ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
審
判
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ィ
ン
グ
２
０
０
７

STOP THE 暴力

女性の悩みごとに
お答えします

あなたが暴力で悩んでいるなら、ひとりで悩まずに、まずは電話をしてください。
あなたのまわりに悩んでいる人がいたら、相談窓口を教えてあげてください。

ドメスティックバイオレンス(ＤＶ)、セクシュアルハラスメント、夫婦・家族のこと、子育て、仕事、
人間関係などに専門相談員が応じます。
受付時間 毎週水曜日午前10時～午後５時

1093－561－5737(４月１日から番号が変わります。３月31日までは1092－741－7140へ)
下記の施設にも相談できます。

問い合わせ 企画政策室へ

～あなたの勇気を応援します！相談窓口のご紹介～
相談は無料で、秘密は守られます。ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。

おかがきホットライン

施　　設 受付時間 電話番号 

福岡県遠賀保健福祉環境事務所 
（配偶者暴力相談支援センター） 

月～金曜日　8：30～17：15
093－201－2820（ＤＶ専用） 
093－201－4162

0570－070－810 
092－715－6138 
 

0120－956－080

092－716－0424

092－632－7830

月～土曜日　10：00～15：00

月～金曜日　17：15～24：00 
土日祝日　　  9：00～24：00

月～金曜日　8：30～17：15

月～金曜日　8：30～17：15

全国ＤＶホットライン　　　　　 
※10月末まで 

福岡県配偶者からの暴力相談電話 
（平日夜間・休日の相談） 

福岡県警犯罪被害者相談電話 
「ミズ・リリーフ・ライン」（心のケア） 

法務省女性の人権ホットライン 
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

４
月
13
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

出
演
者

イ
エ
ロ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

曲
　
目

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド

「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」ほ
か

※
入
場
無
料

ス
ポ
ッ
ト
講
座

○
シ
リ
ー
ズ「
岡
垣
の
歴
史
と
関
わ

る
、
中
世
を
彩
る
人
物
群
像
」〜

第
１
回
〜

と
　
き

４
月
21
日
(土)
午
前
10
時

か
ら
正
午

受
講
料

千
円

締
切
日

４
月
19
日
(木)

○
染
め
も
の

〜
和
手
拭
い
を
染
め
よ
う
〜

と
　
き

４
月
14
日
(土)
午
後
１
時

か
ら
４
時

受
講
料

千
円

教
材
費

千
三
百
円

締
切
日

４
月
７
日
(土)

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

※
新
規
入
会
は
入
会
金
が
必
要

○
パ
ン
を
つ
く
る(

初
級)

と
　
き

第
１
金
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

受
講
料
・
維
持
費

四
千
八
百
円

(

３
か
月
分)

「
子
ど
も
読
書
の
日
」折
り
紙
教
室

簡
単
で
楽
し
め
る
折
り
紙
教
室

を
し
ま
す
。

と
　
き

４
月
22
日
(日)
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ

視
聴
覚
室

対
　
象

小
学
生
ま
で(

小
学
生
未

満
は
保
護
者
同
伴)

定
　
員

40
人(

先
着
順)

参
加
費

無
料

申
込
締
切

４
月
19
日
(木)
午
後
６

時
ま
で(

電
話
可)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
1
２
８

２
‐
５
５
６
６
へ

香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとしてご寄付

がありました。厚くお礼を申し上げる
とともに、故人のご冥福を心からお祈
り申し上げます。(2月受付分まで）

社会福祉協議会へ
○　稲益アツ子　様　(東松原)
故　稲益　繁男　様　66歳
○　松下　武子　様　(吉木)
故　松下　征哉　様　73歳
○　田中セツヨ　様　(東黒山)
故　田中　光明　様　69歳
○　田中マスヨ　様　(吉木)
故　田中　 美　様　91歳

○　刀根　清子　様　(波津)
故　刀根　　進　様　89歳
○　田中伊鶴子　様　(東山田)
故　田中喜代治　様　85歳
○　高村　義博　様　(旭中)
故　高村ヱイ子　様　70歳
○　秋武　隆雄　様　(直方市)
故　秋武　隆文　様　48歳
○　 倉ヨシヱ　様　(高倉)
故　 倉　淑郎　様　79歳

老人クラブへ
○　刀根　清子　様
○　伊規須美枝　様

○　吉澤　　修　様　(旭南)
故　吉澤　安子　様　53歳
○　樋口スミ子　様　(吉木)
故　樋口　浩三　様　72歳
○　本田　忠征　様　(戸切)
故　本田　光子　様　70歳
○　原田　靖雄　様　(新海老津)
故　原田　如月　様　92歳
○　園田　末男　様　(南山田)
故　園田　エミ　様　75歳
○　伊規須美枝　様　(旭東)
故　伊規須壽三　様　86歳
○　津留　美代　様　(野間三)
故　津留　正信　様　68歳

水道検針員を募集します
毎月３日から11日に働ける人を募集しま

す(実働７日程度)。面接試験を５月１日(火)
に役場で行います。
募集人数 １人
対　象
○町内に３年程度在住し、地理に詳しい人
○原動機付自転車を所有し、免許を持って
いる人

○50歳までで３年間は継続できる人
申し込み・問い合わせ ４月25日(水)まで
に履歴書を上下水道課へ

毎月の水道の検針期間中は
１　犬を飼っているときは、犬小屋を水道
メーター付近から離してください。また、
検針日の前後３日間は、必ず犬をつない
でください。

２　水道メーター付近に、植木鉢や自家用
車を置いたり、メーターボックス中に不
要な物を入れたりしないようにしてくだ
さい。また、メーターボックス内が土砂
などで埋まらないようにしてください。

３　検針のときには、使用量と料金を通知
する｢ご使用量等のお知らせ｣を検針員が
入れますので、ポスト・郵便受けを用意
してください。

４　上下水道課の職員や委託業者が訪問す
るときは、必ず身分証明書を携帯してい
ます。水道関係の訪問者があり不審に感
じられたときは、身分証明書の提示を求
めてください。

問い合わせ 上下水道課へ

上下水道課からのお願い



戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津 

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、 
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、 
百合ヶ丘、野間、上畑 

第
1

第
4第

2

第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○祝日はごみの収集が休みです 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程 

粗大ごみ収集日程 

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

月2回汲取り 

○保育料…………………………4月分 

　(延長保育料は3月分) 

○町営住宅家賃…………………4月分 

○軽自動車税……………………1期分(5月1日)

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四 

湯川、原、波津、内浦 

上畑、上高倉 

新海老津、上海老津、海老津（小局方面） 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

吉木、元松原、東黒山、西黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ 月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

戸切、戸切百合野、戸切白谷 

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間 

新海老津、山田、西山田、東山田、 
南山田、茅原、桜台、野間 

○女性のための悩みごと相談 
　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 
　（３月まで）1092－741－7140《毎週水曜日》 
　（４月から）1093－561－5737 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　13日(金)いこいの里、20日(金)東部公民館  
　27(金)若潮荘 
○法律相談　13:30～16:30 
　13(金)、27(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　6(金)、27(金)いこいの里 
○交通事故相談　10:00～16:00 
　2日(月)宗像市役所10940－36－1121 
　11日（水）ハピネスなかま1244－1111

4月の納期 

各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 

三吉団地、三吉、元松原、西黒山、 
吉木、高塚 
 

三吉 

三吉 

手野、新松原、内浦、三吉団地、三吉 

波津、原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚 

高塚、吉木（倉丸方面） 

高倉、吉木（倉丸方面） 

吉木 

上畑、海老津、高倉、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

4月 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

手野、三吉、吉木、新松原、高塚 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野②、海老津 

人　口…32,337人(＋21) 

　　　内172人は外国人 

女　性…16,959人(＋24) 

男　性…15,378人(－3) 

世帯数…12,137世帯(＋7) 

　　内86世帯は外国人世帯 

　　  ※(　　)は前月との比較 

出　生…24人 

死　亡…27人 

転　入…84人 

転　出…60人 

まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（2月末） 

人身事故件数（1月） 

救急・火災医療（2月） 

救急
 出場件数 107 

 搬送人員 104 

火災
 出火件数 1 

 り災世帯 0 

 火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

6 

0 

0 

6

（－9） 

（±0） 

（－1） 

（－13） 

（－9） 

（±0） 

（－1） 

（－13） 

6 

0 

0 

6

1月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

吉木、塚原Ｂ 
 

吉木 

22



4月の行事予定 4月の行事予定 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館) 
10:00～12:30

町立保育所入所式(東部保育所)9:00(中部保育所)9:30

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

健康相談(東部公民館)10:00～11:30  
子育て相談(こども未来館)9:30～11:00  
自由広場(こども未来館)9:30～11:00

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付 
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

町立中学校入学式(町内各中学校)9:30～ 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

献血(岡垣町役場)9:00～11:30

祝・昭和の日 

〈振替休日〉 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

３歳児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

こどもの発達相談｢予約制｣(役場)9:00～12:30

岡垣町議会議員一般選挙投票日(町内各投票所） 
7：00～20：00

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
４
月
上
旬『
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展
』　
４
月
下
旬『
あ
と
り
え
岡
垣
絵
画
展
』 

1日 
 
 
 
 

8日 
13日 

 
 
 

14日 
 
 
 

15日 
20日 

 
 

22日 
28日 

 
 

29日 

おはなし会14:30 
サンリーアイカルチャーフェ
スタ「春の小さなバレエコン
サート2007～小さなバレリ
ーナのために～」13:30 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート「イエ
ロージャケット(インストゥル
メンタル)」18:30～19:00 
おはなし会14:30 
カンタービレサロンコンサ
ートXⅠ「中西ゆういちろうト
リオ」19:00 
おはなし会14:30 

いちご畑のコンサート「古木
雅士(ピアノ)」18 : 3 0～
19:00 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会「三宅久
之(政治評論家)」18:45 
おはなし会14:30 
第26回福岡県少年空手道選
手権大会9:30

4日 
 

6日 
 

7日 
 

8日 
 
 
 

12日 
 

14日 
 

 
 
 
 

15日 
 
 
 

19日 
 

28日 

アトピー・アレルギー児の情
報交換会 10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
イラストクラブ①10:30～
12:30②13:00～14:30 
おもちゃ病院 
　10:00～16:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
料理クラブ①10:00～②
14:00～ 

野外・スポーツクラブ 
　 13:00～ 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
おもしろクラブ 
　13:00～16:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:30

1日 
 
 
 

3日 
 

7日 
 
 
 
 
 

8日 
 
 
 
 
 
 

10日 
 
 

15日 
 
 
 
 
 
 

17日 
 
 
 
 

21日 
 
 
 

 
 
 

22日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

23日 
 
 
 

24日 
 
 

28日 
 
 
 

29日 
 
 
 
 
 
 

30日 

バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「青年・前期」(ウ
エーブアリーナ）9:00～
20:00 
登山連盟・若杉山登山（篠栗町）
6:30～16:00 
登山連盟・城山、金山ふれあ
い登山（岡垣町）9:00～
14:00 
ウォーキング連盟・直方チュ
ーリップ祭り(直方市）8:30
～16:00 
ソフトボール連盟・春季大会
「１日目」(松ヶ台グラウンド）
8:00～17:00 
少年軟式野球連盟・第16回
岡垣・中間交流大会（町民総
合グラウンド）7 : 0 0 ～
18:00 
ゲートボール連盟・県女子選
手権予選（乳垂荘コート）
8:30～13:30 
バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「壮年・前期」(ウ
エーブアリーナ）9:00～
20:00 
ソフトボール連盟･春季大会
｢２日目｣(松ヶ台グラウンド)  
8:00～17:00 
登山連盟・皿倉山登山（八幡
東区）7:00～16:00 
ゲートボール連盟・春の親善
ふれあい大会（町民総合グ
ラウンド）8:30～13:30 
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）7:00～18:00 
第４回岡垣町ウォーキング

大会・マラソン大会（遠賀宗
像自転車道）9:00～12:00 
硬式テニス連盟・春季ダブ
ルス大会（町民テニスコート）
8:00～18:00 
ソフトボール連盟・春季大会
「３日目」(町民総合グラウンド）
8:00～17:00 
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）7:00～18:00 
ペタンク連盟・第７回三里松
原ペタンク交流大会（町民総
合グラウンド）8 : 0 0 ～
16:00 
ソフトバレーボール連盟・審
判、競技講習会（ウエーブア
リーナ）19:00～21:30少年
サッカー連盟・全日本少年サ
ッカー大会予選（松ヶ台グラ
ウンド）7:00～18:00 
ソフトボール連盟・春季男女
混合大会（町民総合グラウ
ンド）8:00～15:00　 
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）7:00～18:00 
卓球連盟・卓球教室（町民体
育館）8:30～18:00 
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）7:00～18:00

7日 
8日 
14日 
15日 
21日 

22日 
28日 

 
29日 

日本舞踊英流（英聖旗） 
新舞踊翼流（翼 しげる）  
冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 
日本舞踊新若峰流（若峰 寿洋） 
カラオケ(野間カラオケ同好会） 

新舞踊末広会（吹雪 さくら） 
舞踊・カラオケ・フラダンス 
(ジョイフレンド） 
カラオケ・舞踊（松井歌謡教室） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　14日・28日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 
情報プラザ人の駅 

3日 
 

7日 
 

14日 
 

21日 
 

28日 

若葉マーク教室①10:00～
正午②13:00～15:00 
パソコン相談室 
　13:00～15:00 
パソコン相談室 
　13:00～15:00 

創作工房人の駅 
　10:00～16:00 
パソコン相談室 
　13:00～15:00

福岡県知事選挙及び福岡県議会議員一般選挙投票日 
(町内各投票所）7：00～20：00

町立小学校入学式(町内各小学校)9:30～ 

第４回創年のひらめき講座（東部公民館)19:00～ 

日付 行　事 

4 水 

11水 

18水 

5 木 

12木 

6 金 

13金 

7 土 

14土 

3 火 

9 月 

10火 

1 日 

8 日 

15日 

19木 

26木 

20金 

27金 

21土 

28土 

16月 

17火 

25水 

23月 

24火 

22日 

29日 

30月 

2 月 

23
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▼
今
月
か
ら
、
読
者
の

私
書
箱
に
子
ど
も
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
今
月
は
６
人
が
登

場
し
、
紙
面
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま

し
た
。
将
来
は
、
紙
面
に
載
り
き
れ

な
い
く
ら
い
の
投
稿
が
あ
る
の
で
は

と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
先
月
か
ら

始
め
た
ク
イ
ズ
に
は
、
９
人
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
だ
れ
で

も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

(

村
上)

▼
つ
い
最
近
新
年
を
迎
え
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
も
う
桜
の
季
節
。

先
日
発
表
さ
れ
た
福
岡
の
開
花
予
想

は
３
月
25
日
。
こ
の
広
報
が
み
な
さ

ん
に
届
く
こ
ろ
は
、
桜
が
咲
き
始
め

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
31
日
の
春
ま

つ
り
は
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
ご
家
族
、
お
友
達
と
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

(

波
多
野)

３
月
15
日
、
町
内
２

つ
の
中
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
写

真
は
、
岡
垣
東
中
学
校

の
生
徒
が
、
卒
業
式
後
の
最
後
の
ホ

ー
ム
ル
ー
ム
で
、
最
後
の
合
唱
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
笑
顔
あ
り
涙

あ
り
の
卒
業
式
で
し
た
。

小
中
学
校
卒
業
式
の
話
題
は
、
11

ペ
ー
ジ
ま
ち
か
ど
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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表
紙
説
明

編
集
後
記

町
内
の
小
学
校
で
は
、
６
年
生
の
と

き
に
俳
句
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町

内
の
俳
人
・
岸
原
清
行
さ
ん
か
ら
指
導

を
受
け
、
俳
句
の
面
白
さ
や
作
り
方
を

聞
い
た
あ
と
、
学
校
の
周
り
の
自
然
を

体
感
す
る
吟
行(

俳
句
の
題
材
を
求
め
て

外
に
出
る
こ
と)

に
出
て
俳
句
を
作
り
、

俳
句
会
を
し
ま
し
た
。

各
学
校
の
作
品
を
ま
と
め
た
卒
業
俳

句
集
に
は
、
子
ど
も
ら
し
い
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
俳
句
集
の
タ
イ
ト
ル
「
季
節
の
パ

レ
ッ
ト
」
を
名
付
け
た
、
海
老
津
小
学

校
６
年
３
組
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
俳
諧
」デ
ビ
ュ
ー

子
ど
も
た
ち
は
俳
句
学
習
を
大
変
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
吟
行
で
は
、
自

分
た
ち
も
そ
の
一
部
に
な
っ
た
よ
う
に

自
然
を
身
体
で
感
じ
取
り
、
子
ど
も
ら

し
く
素
直
に
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
子
ど
も
た
ち
が
世
界

に
誇
る
素
晴
ら
し
い
俳
句
と
美
し
い
日

本
語
に
、
も
っ
と
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

海
老
津
小
学
校
　
校
長
　
佐
藤
　
　
篤

い
わ
し
雲
み
ん
な
な
ら
ん
で
ど
こ
い
く
の

木
原
　
梨
華

く
も
の
糸
夕
日
に
あ
た
り
光
っ
て
る

神
谷
　
正
人

森
の
中
耳
を
す
ま
せ
ば
秋
の
音

前
田
　
遥
香

彼
岸
花
風
に
ゆ
ら
れ
て
ゆ
う
ら
ゆ
ら

山
木
戸
大
蔵

大
き
さ
に
人
も
び
っ
く
り
鳥
お
ど
し

濱

亜
美

ネ
コ
じ
ゃ
ら
し
サ
ワ
サ
ワ
サ
ワ
リ
ゆ
れ
て
い
る

高
瀬
　
里
穂

赤
ト
ン
ボ
風
に
負
け
ず
に
飛
ん
で
い
る

鶴
成
　
良
健

川
の
ふ
ち
お
は
ぐ
ろ
と
ん
ぼ
あ
そ
ん
で
る

今
谷
　
祐
貴

落
葉
達
光
と
音
で
え
ん
そ
う
会

津
々
木
直
子

ひ
が
ん
ば
な
花
火
の
よ
う
に
き
れ
い
だ
な

安
達
　
　
仁

虫
の
声
草
に
ま
ぎ
れ
て
う
た
っ
て
る

石
松
由
樹
子

秋
の
ち
ょ
う
き
れ
い
な
空
を
泳
い
で
る

安
川
　
恭
平

風
と
と
も
に
秋
の
香
り
が
夢
運
ぶ

大
野
由
美
子

赤
と
ん
ぼ
み
ん
な
で
楽
し
く
飛
ん
で
い
る

中
尾
　
奈
々

秋
の
空
魚
の
く
も
が
泳
い
で
る

戸
次
　
慎
治

川
風
に
お
は
ぐ
ろ
と
ん
ぼ
が
飛
ん
で
い
る

大
島
　
海
人

ひ
が
ん
花
大
き
く
空
に
背
伸
び
し
て

花
田
　
　
心

真
っ
青
な
空
に
き
れ
い
な
鰯
雲

廣
渡
　
友
理

太
よ
う
が
空
に
う
か
ん
だ
み
か
ん
だ
よ

尾
下
　
洸
樹

コ
ス
モ
ス
が
さ
さ
や
い
て
い
る
ぼ
く
た
ち
と

松
本
　
聖
也

秋
の
湖
風
と
と
も
に
光
っ
て
る

森
山
由
布
衣

秋
の
風
耳
を
す
ま
せ
ば
森
の
音

白
石
功
太
朗

赤
と
ん
ぼ
空
の
は
て
ま
で
飛
ん
で
い
け

野
村
　
康
裕

稲
の
穂
が
風
に
な
び
い
て
お
ど
っ
て
る

田
口
　
愛
望

イ
ワ
シ
雲
今
に
も
空
で
お
よ
ぎ
そ
う

五
十
嵐
和
生

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
大
空
を
飛
ぶ
よ
う
せ
い
だ

石
丸
　
喬
之

コ
ス
モ
ス
の
花
び
ら
ひ
と
つ
空
に
ま
う

明
石
　
拓
也

い
わ
し
雲
今
に
も
空
を
お
よ
ぎ
そ
う

川
崎
　
緩
奈

秋
風
に
ほ
っ
と
一
息
観
音
寺

石
川
智
代
先
生

季
節
の
パ
レ
ッ
ト

俳
句
体
験
学
習(

海
老
津
小
学
校
６
年
３
組)


